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　前日までの雨もあがり、晴天に恵まれた６月15日。市立ユーパロ幼稚園では、「第15回うんどうか
い」が行われました。
　詰めかけた父母たちの声援を受けながら、園児たちは練習してきた「お遊戯や徒競走」などに歓声
をあげながら、各種目に取り組んでいました。
　父母や祖父母の種目もあり、楽しい１日をすごしました。
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（2）広報ゆうばり　2008年7月号

【
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
】

５
月　

日（
木
）　

午
後
６
時
〜
８
時

22

４
分　

参
加
者　

名
35

・
再
建
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
１
年
間
で
の
市
長

の
考
え
方
は
。

・
市
の
職
員
に
つ
い
て
、
給
料
の
改

正
を
考
え
て
あ
げ
て
は
。

・
清
栄
町
の
４
５
２
号
沿
い
に
花
を

植
え
た
い
が
。

　

防
犯
灯
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
を

明
る
く
す
る
た
め
に
も
全
市
的
に
見

直
し
て
欲
し
い
。
借
金
を
抱
え
る
こ

と
に
な
っ
た
頃
の
議
事
録
を
見
て
欲

し
い
。

・
１
年
間
で
ど
の
程
度
の
歳
入
減
が

あ
っ
た
の
か
。

・
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
状
況
は

・
３
セ
ク
の
損
失
補
償
と
し
て
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
赤
字
の
３
６

０
億
円
に
入
っ
て
い
る
と
言
う
説
明

会
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
予
算
計
上
さ

れ
て
支
出
す
る
の
か
。

・
当
初
、　

年
で
３
６
０
億
円
の
返

20

済
と
な
っ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
、　
18

年
の
返
済
と
な
っ
た
の
か
。

・
市
営
住
宅
料
の
滞
納
に
つ
い
て
、

２
９
０
万
円
ほ
ど
の
事
務
経
費
が
あ

る
が
、
不
納
欠
損
と
す
る
の
か
。

・
市
税
の
滞
納
状
況
は
。

・
国
保
の
収
納
状
況
は
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
事
務

費
と
し
て
、
２
億
５
千
万
円
と
あ
る

が
、
内
容
は
。

・
市
立
診
療
所
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

・
石
炭
の
露
天
掘
り
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

・
働
く
場
所
が
な
い
。
企
業
誘
致
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

・
若
い
人
た
ち
が
、
住
ん
で
い
け
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

（
要
望
・
意
見
）

・
こ
の
１
年
の
国
・
道
の
評
価
は
ど

の
よ
う
な
の
か
。

・
公
共
施
設
の
指
定
管
理
を
し
て
い

る
が
、
維
持
管
理
費
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

・
町
内
会
で
、
管
理
し
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
浄
化
槽
、
火
災
報
知
機
の

点
検
な
ど
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
活
館
を
維
持
し
て
い
く
の
は
難
し

い
。
避
難
場
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

・
空
家
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〈
市
長
〉
生
活
し
て
い
け
る
夕
張
に

し
た
い
。
再
建
計
画
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

手
本
な
ど
無
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
を

呼
び
か
け
な
が
ら
、
立
ち
上
が
っ
て

い
る
夕
張
の
話
し
を
し
て
い
き
た
い
。

一
緒
に
な
っ
て
、
解
決
策
を
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
】

５
月　

日（
金
）　

午
後
６
時
〜
７
時

23

　

分　

参
加
者　

名

45

46

・
再
建
計
画
の
中
に
も
、
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
う
言
う
こ

と
で
い
こ
う
と
い
う
具
体
論
は
、
あ

る
意
味
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
市
有
地
と
し
て
、
普
通
財
産
は
、

市
長
の
裁
量
権
で
活
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
土
地
な
ど
も
値
段
を
下

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
提
供
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
に

考
え
て
く
れ
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。

・
診
療
所
の
問
題
だ
が
、
２
、
７
０

０
万
円
補
て
ん
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
他
の
開
業
医
と
の
関
係
で
慎
重

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
い
つ
で
も

受
入
れ
て
く
れ
る
診
療
所
で
な
け
れ

ば
「
公
設
」
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

・
１
０
０
億
、　

年
の
た
め
に
も
、

10

政
治
力
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
道
議
会
議

員
、
国
会
議
員
に
潜
行
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
過
性
の
も
の
で

は
な
く
、
定
着
す
る
も
の
を
や
っ
て

欲
し
い
。

・
住
宅
料
（
南
部
夕
南
町
）
に
つ
い

て
、
独
身
者
に
安
く
で
き
な
い
か
。

・
住
宅
を
活
用
し
た
定
住
策
を
考
え

て
欲
し
い
。

・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

市
民
が
参
加
し
て
い
る
の
か
。

・
地
産
地
消
の
運
動
が
必
要
で
は
な

い
か
。
地
元
で
野
菜
な
ど
を
作
る
と

い
っ
た
事
で
希
望
が
わ
く
の
で
は
な

い
か
。
土
地
の
有
効
活
用
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
要
望
・
意
見
）

・
人
口
の
流
出
で
税
収
が
減
っ
た
。

予
想
外
の
出
来
事
が
連
続
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
１
年
目
で
計
画

は
破
綻
し
た
の
で
は
な
い
か
。
抜
本

的
な
見
直
し
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
市
職
員
に
つ
い
て
、
給
料
の　

％
30

カ
ッ
ト
は
非
常
識
。
残
業
手
当
を

払
っ
て
い
な
い
の
は
労
働
基
準
法
違

�
�
�
�
�

　

今
号
で
は
、
清
水
沢
、
若
菜
、
沼
ノ
沢
地
区
で
の
住
民
懇
談

会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
６
ヵ
所
で
、
２
１
０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。



（3）広報ゆうばり　2008年7月号

反
で
は
。
見
直
し
を
。

　

賃
金
引
上
げ
、
待
遇
改
善
は
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
再

生
に
は
、
市
職
員
が
生
き
が
い
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
診
療
所
問
題
に
つ
い
て
、
人
工
透

析
、
緊
急
医
療
に
不
安
が
あ
り
、
人

口
流
出
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

・
産
業
基
盤
に
つ
い
て
、
石
炭
に
つ

い
て
は
国
家
的
財
産
。
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

・
カ
ジ
ノ
構
想
に
つ
い
て
、
夕
張
の

た
め
に
な
る
の
か
。
夕
張
に
は
「
百

害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
と
考
え
る
。

夕
張
に
は
、
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら

特
徴
の
あ
る
企
業
を
。

・
学
校
の
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
、

小
中
学
校
は
結
果
的
に
各
１
校
と

な
っ
た
。
東
京　

区
に
匹
敵
す
る
面

23

積
で
各
１
校
で
よ
い
の
か
。
１
校
で

は
な
く
、
複
数
校
の
再
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。
財
政
面
だ
け
で
１
校
と

す
る
の
か
。

〈
市
長
〉
再
建
計
画
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

手
本
は
無
い
。
話
し
合
い
を
重
ね
る

事
は
大
事
だ
と
思
う
。
３
５
３
億
円

は
そ
の
ま
ま
い
く
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

　

政
治
を
動
か
す
考
え
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。
市
民
生
活
が
あ
る
。

そ
の
点
に
力
点
を
置
い
て
い
き
た
い
。

今
、
起
こ
っ
て
い
る
事
を
解
決
し
て

い
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
会
を
今
後
も
や
っ
て

い
き
た
い
。

【
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
】

５
月　

日（
水
）　

午
後
６
時
〜
８
時

28

　

分　

参
加
者　

名

10

46

・
３
５
３
億
円
、　

年
で
返
せ
る
額

18

で
は
な
い
。
人
口
も
減
っ
て
収
入
が

な
い
の
に
、
こ
の
金
を
返
す
の
は
と

ん
で
も
な
い
。
国
、
道
の
責
任
を
軽

く
見
す
ぎ
て
、
夕
張
に
押
し
付
け
て

い
る
。
国
策
を
間
違
っ
て
い
た
の
に
。

闘
い
を
や
っ
て
欲
し
い
。

・
自
衛
隊
、
カ
ジ
ノ
を
持
っ
て
く
る
。

と
言
う
話
が
あ
る
が
、
市
民
を
２
分

す
る
動
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

戦
争
に
協
力
す
る
も
の
な
ど
は
向
か

な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
先
頭
に

た
っ
て
欲
し
い
。

・
道
道
真
谷
地
線
が
、
市
道
か
ら
道

道
に
な
っ
て
も
外
灯
の
電
気
代
を
市

が
払
い
続
け
る
の
か
。

自
衛
隊
の
誘
致
に
つ
い
て

・
会
議
所
が
や
っ
て
い
る
が
、
市
民

一
丸
と
な
り
誘
致
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
誘
致
運
動
を
し
て
欲
し
い
。

・
真
谷
地
が
該
当
と
報
道
が
さ
れ
て
、

市
長
も
前
向
き
に
検
討
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。
住
民
も
居
る
の
で
慎
重
に

お
願
い
し
た
い
。（
誘
致
に
）
反
対
。

・
防
衛
省
に
も
行
っ
て
４
月
に
内
諾

を
得
て
い
る
よ
う
だ
が
、
合
意
す
る

前
に
市
民
と
論
議
す
る
事
が
出
来
な

か
っ
た
の
か
。
話
合
っ
て
地
域
づ
く

り
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

・
ふ
る
さ
と
夕
張
に
は
、
自
衛
隊
は

い
ら
な
い
。

・
自
衛
隊
の
誘
致
報
道
に
つ
い
て
、

市
長
は
前
向
き
と
言
っ
て
い
る
が
、

事
実
か
。

〈
市
長
〉
新
聞
記
事
に
な
っ
た
が
、

正
式
に
伺
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら

色
々
出
て
く
る
と
思
う
。
夕
張
の
た

め
に
な
る
の
か
。
皆
さ
ん
の
意
見
が

ま
と
ま
り
、
合
意
に
よ
り
決
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
一
方
で
、
自
衛
隊
が

出
て
行
っ
て
は
困
る
と
言
う
自
治
体

の
報
道
も
さ
れ
て
い
る
。
皆
と
話
合

い
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
夕
張
市
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）

は
ど
の
程
度
か
。
出
て
い
る
か
。

・
返
済
計
画
に
つ
い
て
、
年
々
額
が

上
が
っ
て
い
く
事
に
な
る
が
、
ど
こ

か
ら
金
が
入
っ
て
く
る
の
か
。

・
使
用
料
が
上
が
っ
た
が
、
ど
の
程

度
の
収
入
に
な
っ
た
の
か
。

・
水
道
料
は
高
い
が
、
滞
納
者
に
対

す
る
処
置
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

・
ゴ
ミ
の
処
理
手
数
料
の
収
支
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
要
望
・
意
見
）

・
森
林
環
境
税
の
検
討
が
さ
れ
て
い

る
が
、
森
林
面
積
に
応
じ
る
な
ど
の

要
請
を
し
て
は
ど
う
か
。

・
各
懇
談
会
で
、
こ
の
よ
う
に
（
財

政
破
綻
）
な
っ
た
の
は
、
国
、
道
の

責
任
も
あ
る
と
市
長
も
言
っ
て
い
る

が
、
議
論
す
る
場
を
作
っ
て
欲
し
い
。

〈
市
長
〉
今
年
、来
年
、　

年
先
を
見

10

据
え
て
い
き
た
い
。
身
の
周
り
の
事

を
解
決
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

　各地域で市民の皆さんの実情を聞かせていた
だき大変有意義な懇談会でした。
　大別すると新しい夕張づくりに向けて「私は
こんな事をやっています」と実践を話す人、「こ
んな事はどうなっているのか」「こんな事をやっ
てほしい」と願望を訴える人でありました。
　「財政再建」には、お手本、マニュアルはあ
りません。私たちが「考え、行動し、汗をかく」
ことで一歩一歩、完成していくものです。今、
夕張に一番大切な事は、隣人（となりの人）を
想う心と人を愛する心、人のために汗をかくこ
とです。市民の手で「明日の素晴らしい夕張」
を築きましょう。

�
�
�
�

�
�
�
�

夕
張
市
長

藤
倉　
　

肇



（4）広報ゆうばり　2008年7月号

財政に関わる問合せ先　市地域再生推進室行財政管理グループ　�52－3122

みなさんが納めた税金や、国や道からの交付金などが、どう使
われているか、市債の状況はどうなっているのかなど、夕張市
の平成19年度各会計の決算見込みをお知らせします。

執行済額科　　　目
4,584万円議会費（議会運営経費、議員報酬に）

13億9,631万円
総務費（戸籍、徴税、一般事務経費、人
件費などに）

21億2,780万円
民生費（社会福祉、児童福祉、生活保護
などに）

6億1,706万円
衛生費（浴場、し尿・ごみ処理、病気予
防などに）

126万円労働費（勤労者の住宅資金貸付に）
1,801万円農林業費（農業、林業に）

1億1,515万円商工費（損失補償金などに）

4億4,464万円
土木費（道路、公営住宅、公園、除雪な
どに）

2億1,903万円消防費（消防、防災などに）
2億9,215万円教育費（学校教育、社会教育などに）
33億　112万円公債費（借入金元利返済に）

230万円
諸支出金（税の還付など他に分類されな
い経費）

349億5,940万円繰上充用金（前年度の赤字）
435億4,007万円合　　　計

�������

執行済額科　　　目
10億6,180万円市税（市民税・固定資産税など）

2億6,479万円
地方譲与税・交付金（道路譲与税・自動
車重量譲与税など）

42億2,518万円地方交付税（普通交付税・特別交付税）
8,178万円負担金（保育料・老人ホーム入所費など）

7億2,429万円
使用料・手数料（公営住宅・浴場など施
設使用料、住民票・ごみ処理など手数料）

10億5,515万円
国・道支出金（特定の事業に対し国・道
から交付される収入）

6,546万円
財産収入（市有地売払代、車庫貸付料な
ど）

2億1,511万円寄附金・繰入金（寄附金・基金繰入など）
14億9,316万円市債（事業を実施する場合の長期借入金）
8億6,903万円諸収入（上記に分類されない収入）

100億5,575万円合　　　計

�������

国民健康保険事業会計
　歳入 22億4,051万円
　歳出 23億2,249万円
市場事業会計
　歳入 5,591万円
　歳出 5,582万円
老人保健医療事業会計
　歳入 24億4,370万円
　歳出 24億4,199万円
公共下水道事業会計
　歳入 3億4,360万円
　歳出 14億7,280万円
介護保険事業会計
　歳入 13億4,913万円
　歳出 13億4,913万円
診療所事業会計
　歳入 11億　　67万円
　歳出 11億　　67万円

�����������

住宅、浴場、集会施設整備
 32億3,197万8千円
公園施設整備
 11億4,457万5千円
道路橋りょう整備
 8億6,641万4千円
社会教育施設整備
 2億6,154万3千円
学校施設整備
 4億2,592万9千円
観光施設整備
 9億1,366万7千円
産業施設整備
 7,722万円
福祉施設整備
 5億116万5千円
退職手当
 29億9,160万円
下水道施設整備
 20億75万2千円
その他
 40億5,997万3千円
合　　計 164億7,481万6千円
（平成19年度末における現在高。水道会計
を除く）

　　〈歳　　　　　入〉

　　〈歳　　　　　出〉

��������



（5）広報ゆうばり　2008年7月号

　

財
政
再
建
変
更
計
画
（
平
成　

年
度
第
２

20

次
）
及
び
平
成　

年
度
補
正
予
算
を
お
知
ら

20

せ
し
ま
す
。

《
財
政
再
建
計
画
の
変
更
内
容
》

　

平
成　

年
６
月　

日
付
け
で
総
務
大
臣
あ

20

19

て
に
協
議
の
申
し
出
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財

政
再
建
変
更
計
画
書
」
が
平
成　

年
６
月　

20

24

日
に
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
り
、
財
政
再
建
の

期
間
や
赤
字
解
消
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【 
歳　

入 
】

 

（
補
正
予
算
額　
１
２
０
、
１
３
３
千
円
）

・
清
水
沢
プ
ー
ル
上
屋
新
設
事
業
に
対
し
て

見
込
ま
れ
る
北
海
道
補
助
金
収
入
の
増

 

【
補
正
予
算
額　
３
８
、
８
０
０
千
円
】

・
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
か
ら
の

基
金
繰
入
金
の
増
（
消
防
・
救
急
体
制
の
充

実
強
化
の
た
め
の
指
定
寄
附
分
）

 

【
補
正
予
算
額　
７
、
９
６
３
千
円
】

・
今
年
３
月
発
生
し
た
屋
根
の
崩
落
に
よ
り

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
ス
ウ
ィ
ミ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
建
物
及
び
機
械
設
備
に
か
け
ら
れ
て

い
た
損
害
保
険
金
収
入
の
増

 

【
補
正
予
算
額　
７
３
、
３
７
０
千
円
】

【 
歳　

出 
】

 

（
補
正
予
算
額　
１
２
０
、
１
３
３
千
円
）

・
ス
ウ
ィ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
代
替
施
設
と

し
て
使
用
す
る
清
水
沢
プ
ー
ル
上
屋
新
設
事

業
の
実
施
及
び
廃
止
す
る
ス
ウ
ィ
ミ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
解
体
撤
去
の
実
施

 

【
補
正
予
算
額　
１
１
２
、
１
７
０
千
円
】

・
今
年
９
月
に
寄
贈
を
受
け
る
救
急
自
動
車

へ
の
搭
載
資
機
材
固
定
な
ど
装
備
の
充
実
経

 

【
補
正
予
算
額　
７
、
９
６
３
千
円
】

・
市
内
唯
一
の
有
床
診
療
所
と
し
て
、
地
域

医
療
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
市
立
診
療
所
の

指
定
管
理
者
に
対
す
る
運
営
費
補
助
の
実
施

 

【
補
正
予
算
額　
２
７
、
０
０
０
千
円
】

・
平
成　

年
度
の
特
別
交
付
税
額
が
計
画
額

19

を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
平
成　

年
度

20

か
ら
の
繰
上
充
用
金
の
減
額

 

【
補
正
予
算
額　
▲
２
７
、
０
０
０
千
円
】

《
予
算
の
補
正
を

行
っ
た
会
計
と
補
正

予
算
額
》

　

平
成　

年
６
月
に

20

総
務
大
臣
の
同
意
が

得
ら
れ
た
「
夕
張
市

財
政
再
建
変
更
計

画
」
に
基
づ
き
、
一

般
会
計
及
び
診
療
所

事
業
会
計
の
予
算
の

補
正
を
行
う
と
と
も

に
、
重
度
医
療
該
当

者
の
高
額
療
養
費
を

被
保
険
者
等
へ
還
付

す
る
た
め
、
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
会
計

の
予
算
の
補
正
を
行

い
ま
し
た
。 

　
『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
』
は
、
平

成　

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
『
夕
張
ま
ち
づ

19
く
り
寄
附
条
例
』
に
基
づ
き
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
寄
付
金
を
、
運
用
管
理
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
基
金
で
す
。

《
基
金
の
積
立
に
つ
い
て
》

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
本
基
金
に
全
国

19

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
の
総
額
は
、�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
と
な
り
、
全
額
を

『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
』
に
積
み

立
て
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
基
金
は
、
寄
付
者
が
自
分
の
寄
付
金
の

使
い
道
を
指
定
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
の

で
、
寄
付
金
総
額
を
、
寄
付
者
が
指
定
し
た

使
い
道
の
分
野
ご
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

①
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
生
活
支
援
活
動
、

住
民
の
健
康
保
持
等
に
関
す
る
活
動
及
び
住

民
自
治
活
動
の
維
持
に
関
す
る
事
業

 

１
、
０
１
８
万
４
、
７
４
９
円

②
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
事

業 

３
、
８
１
４
万
８
、
４
９
８
円

③
市
民
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に

関
す
る
事
業 

２
８
３
万
７
、
１
３
５
円

④
歴
史
的
に
貴
重
な
炭
鉱
遺
産
の
伝
承
及
び

保
全
に
関
す
る
事
業　
　
　
　
　
　
　

万
円

20

⑤
映
画
ロ
ケ
セ
ッ
ト
施
設
の
保
全
に
関
す
る

事
業 

２
万
５
、
０
０
０
円

⑥
市
民
に
よ
る
映
画
祭
の
開
催
に
関
す
る
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
５
、
０
０
０
円

77

⑦
そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

 

３
６
９
万
４
、
４
８
９
円

⑧
特
定
団
体
、
特
定
事
業
を
指
定
し
た
も
の

 

３
、
３
８
８
万
１
、
７
８
７
円

《
基
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
》

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
は
、
次
の

19

事
業
を
行
な
う
た
め
、『
幸
福
の
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
基
金
』
か
ら
取
り
崩
し
を
行
な
い
ま

し
た
。

①
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
助
成
事
業

分
と
し
て 

３
８
６
万
１
、
９
４
６
円

②
寄
付
者
が
特
に
指
定
し
た
団
体
へ
の
助
成

分
と
し
て 

２
８
２
万
４
、
１
３
９
円

　
【
内
訳
】

　

・
医
療
法
人
財
団
夕
張
希
望
の
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
７
、
４
８
１
円

11

　

・
社
会
福
祉
法
人
夕
張
社
会
福
祉
協
議
会

 

２
５
１
万
円

　

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
６
、
６
５
８
円

17

　

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
フ
ァ
ン
タ

 

１
万
円

　

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
炭
鉱
の
記
憶
推
進
事
業
団

 

１
万
円

③
寄
付
者
が
特
に
指
定
し
た
事
業
へ
の
活
用

分
と
し
て 

２
２
１
万
５
、
１
０
３
円

　
【
内
訳
】

　

・
職
員
等
旅
費　
　
　

万
５
、
１
０
３
円

21

　

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

 

２
０
０
万
円

※
詳
し
い
内
容
は
夕
張
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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補正後予算額６月の補正予算額補正前の予算額会　　計　　名

41,215,328120,13341,095,195一 般 会 計

106,60727,00079,607診 療 所 事 業 会 計

256,6352,675253,960後期高齢者医療事業会計

単位：千円
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（6）広報ゆうばり　2008年7月号

《
市
営
・
道
営
住
宅
》

一
般
公
募
と
随
時
公
募
の
違
い

一
般
公
募
〜
空
戸
の
無
い
団
地
又
は

住
棟
（
Ｈ
２
以
降
）
に
新
た
な
空
戸

が
出
た
場
合
の
公
募（
単
身
は
除
く
）

随
時
公
募
〜
既
に
空
戸
の
あ
る
団
地
、

又
は
一
般
公
募
を
数
回
繰
り
返
し
て

も
入
居
者
が
い
な
い
空
戸
の
公
募

入
居
者
資
格

＊
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

＊
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃
住
宅

及
び
賃
貸
住
宅
は
除
く
。）

＊
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

一
般
公
募
住
宅
【
一
般
住
宅
】

　

公
営
住
宅　

夢
（
平
和
） 

２
戸

　

改
良
住
宅　

恵
（
末
広
） 

１
戸

申
込
期
限　

一
般
公
募　

７
月　

日
11

随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】

　

市
営
住
宅
（　

戸
）　

道
営
住
宅

88

（　

戸
）

19
【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）　

市
営
住
宅

（
千
代
田
・
平
和
地
区
）（
５
戸
）

住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る
住

宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所

　
�
　

│
３
１
１
９ 

52

　

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
料

率
と
加
入
者
の
う
ち　

歳
か
ら　

歳

40

64

ま
で
の
方
に
か
か
る
介
護
保
険
分
の

料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
は
後
期
高
齢
者
支
援
金
が
新
た
に

加
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
そ
れ
ぞ

れ
の
限
度
額
も
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
医

療
保
険
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

と
介
護
保
険
料
分
を
料
率
表
に
よ
り

計
算
し
て
、
そ
の
合
計
額
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
２
割
軽
減
額
に
該

当
す
る
世
帯
は
、
２
割
軽
減
申
請
書

の
提
出
が
必
要
な
く
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
５　

市
税
務
管
財

52

グ
ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
２
０

52

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
夕
張

19

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成　

年
18

分
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
程
度
の

所
得
が
あ
っ
た
が
、
平
成　

年
分
は

19

所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
程
度
ま
で

所
得
が
減
少
し
た
方
が
対
象
で
す
。

申
告
期
間　

平
成　

年
７
月　

日

20

31

申
告
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ
・

南
支
所

問
合
せ
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
０

52

　

平
成　

年
度
特
定
疾
患
医
療
受
給

20

者
証
の
更
新
申
請
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
進
行
防
止
対
策
・
橋
本
病
重
症
患

者
対
策
医
療
受
給
者
証
更
新
申
請
を

受
付
ま
す
の
で
保
健
所
か
ら
送
付
さ

れ
た
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
１
日　

午
前　

時
〜
午

10

後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
ロ

ビ
ー
（
２
日
以
降
も
岩
見
沢
保
健
所
、

由
仁
支
所
で
受
付
を
行
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
期
間
内
に
手
続
を
済
ま
し

て
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
先　

空
知
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
�
０
１
２
６
│　

│
０
１
１
５

20

　

全
国
各
地
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
の
演

奏
家
が
集
い
、
公
開
合
宿
練
習
と
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月　

日
（
午
後
）
〜　

日

25

27

（
午
前
）　

公
開
練
習　
　

日
午
後

27

１
時　

分　

コ
ン
サ
ー
ト

30

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
市
民
会
館

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

夕
張
メ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
実
行
委
員
会
事
務
局　

松
倉

　
�
　

│
３
０
０
４ 

59

　

各
種
健
康
診
査
を
９
月
に
実
施
し

ま
す
。
日
程
・
会
場
・
申
込
み
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
折
込

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
込
は
折
込
チ
ラ
シ
の
申
込
書
に

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
市
役
所
、
南

支
所
に
持
参
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

市
内
各
郵
便
局
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
３
日
〜　

日
25

※
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
は
、

夕
張
市
立
診
療
所
、
夕
愛
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
も
通
年
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
直
接
各
医
療
機
関
に
申
込
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
６

52

　

現
在
、
休
園
中
の
北
方
果
樹
園

（
丁
未
）
の
ハ
ス
カ
ッ
プ
畑
を
区
画

配
分
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
管
理
し
て
い
た
だ

け
る
市
民
（
営
利
目
的
で
な
い
個
人

と
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
実
も
収
穫
で
き
ま

す
。

申
込
期
限　

７
月　

日
15

申
込
先
・
問
合
せ
先　

地
域
再
生
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
２
８

52

入
居
者
募
集

募
集
し
ま
す

北
方
果
樹
園
市
民
利
用
者

����

国
民
健
康
保
険
料
の

料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

住
民
税
の
還
付
申
告
は

７
月　

日
ま
で
で
す

31

平
成　

年
度
健
康
診
査

20

夕
張
の
素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト

夕
張
メ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

平成20年度国民健康保険料率表
介護保険料分後期高齢者支援金分医療保険料分区　　分

2.7％　3.6％　9.1％　所得割
応能割

※本年度より資産割はなくなりました資産割
１人につき１人につき１人につき被保険者

応益割
7,800円　8,900円　24,900円　均等割

１世帯につき１世帯につき１世帯につき世帯別
5,900円　7,800円　22,500円　平等割
90,000円　120,000円　470,000円　賦 課 限 度 額
（90,000円）（120,000円）（470,000円）（国の基準額）

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

献血にご協力を！

実　施　場　所実施時間実施月日

農協本部前10：00～11：30

７月８日（火） シチズン夕張㈱前12：00～13：00

農協南清水沢店前14：00～16：00

市役所本庁舎前10：00～13：00
７月31日（木）

夕張医療センター前14：00～16：00



（7）広報ゆうばり　2008年7月号

支
給
対
象

①
第　

回
特
別
支
給
金
国
庫
債
券

21

「
い
号
」
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の

父
母
、
祖
父
母
の
方
で
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
方
。

・
平
成　

年
４
月
１
日
に
お
い
て
公

20

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

権
利
、
ま
た
は
受
け
る
資
格
を
有
す

る
こ
と
。

�
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に

20

31

自
然
血
族
で
あ
る
子
も
孫
も
い
な
い

こ
と
。

②
第　

回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

21

「
い
号
」
を
受
け
て
い
な
い
戦
没
者

等
の
父
母
、
祖
父
母
の
方
に
あ
っ
て

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
。

�
昭
和　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

42

20

年
４
月
１
日
ま
で
に
引
き
続
き
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

利
、
ま
た
は
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

�
戦
没
者
の
死
亡
し
た
当
時
に
戦
没

者
等
以
外
に
子
も
孫
も
な
く
、
そ
の

後
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
自

20

31

然
血
族
で
あ
る
子
も
孫
も
い
な
い
こ

と
。

支
給
内
容

額
面
１
０
０
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

請
求
期
間　

平
成　

年
４
月　

日
ま

23

18

で

請
求
窓
口
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福

祉
グ
ル
ー
プ　
�
　

│
１
０
５
９

52

《
見
本
本
教
科
用
図
書
を
展
示
し
て

い
ま
す
》

　

平
成　

年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る
小

21

学
校
の
本
教
科
用
図
書
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

と
き　

平
成　

年
７
月
９
日
ま
で

20

と
こ
ろ　

市
教
育
委
員
会(  
市
役
所

３
階)  

《
小
宮
か
の
子
〜
生
活
か
ら
の
焼
き

物
展
〜
》

　

夕
張
出
身
の
主
婦
が
療
養
の
た
め

に
作
っ
た
愛
ら
し
い
陶
芸
作
品
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

と
き　

７
月　

日
ま
で　

午
前
８
時

31

　

分
〜
午
後
５
時　

分

45

45

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
あ
ず
ま
し
い
」(  

市
役
所
２
階)  

入
場
料　

無
料

《
楽
し
い
携
帯
電
話
教
室
》

　

機
能
が
あ
り
す
ぎ
て
難
し
い
！
と

諦
め
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
？
携

帯
電
話
を
使
え
ば
遠
く
離
れ
た
家
族

や
友
人
の
元
気
な
姿
が
と
て
も
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
教
え
ま
す
。

内
容　

講
座
は
３
回
／
７
月　

日
基

18

本
的
な
電
話
の
機
能
／
８
月
８
日

メ
ー
ル
／
８
月　

日
カ
メ
ラ
機
能

29

時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

20

申
込
期
限　

７
月　

日
14

受
講
料　

無
料

《
募
集
し
ま
す
！
夏
休
み
子
ど
も

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
》

　

カ
ヌ
ー
や
魚
釣
り
、
野
外
調
理
な

ど
楽
し
い
企
画
が
満
載
で
す
。
自
然

体
験
指
導
員
な
ど
の
有
資
格
の
学
生

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
６
年
生

と
き　

８
月
４
日
〜
６
日
（
２
泊
３

日
）

と
こ
ろ　

南
富
良
野
町
金
山
湖
畔

キ
ャ
ン
プ
場
（
テ
ン
ト
泊
）

定
員　
　

名
10

参
加
費　

４
、５
０
０
円（
保
険
料
含
）

申
込
期
限　

７
月　

日
11

《
夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
を
開
設
》

管
理
人
常
駐
期
間　

８
月　

日
ま
で

31

林
道
ゲ
ー
ト
開
放
期
間　

９
月　

日
28

ま
で

《
清
水
沢
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
》

と
こ
ろ　

清
水
沢
清
陵
町

期
間　

７
月　

日
〜
８
月　

日

19

19

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

10

※
利
用
は
無
料
で
す
。
天
候
に
よ
り

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

い
ず
れ
も
市
教

育
グ
ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
６
６

52

　

清
水
沢
に
恐
怖
の
「
わ
く
わ
く
お

化
け
屋
敷
」
が
出
現
し
ま
す
。

と
き　

８
月
２
日
・
３
日

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

妙
園
寺
駐
車
場
（
清
水
沢

１
丁
目
）

入
場
料　

無
料

　

そ
の
他
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
案
内

は
チ
ラ
シ
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

図
書
コ
ー
ナ
ー　
�
　
56

│
６
６
０
１

��������	��������	�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

戦
没
者
等
の
父
母
、
祖
父
母
の
皆
さ
ん
へ

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す

教
育
委
員
会
か
ら

わ
く
わ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
０
８

　

第　

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
夕
張

19

場
所
が
６
月　

日
、
は
ま
な
す

22

国
体
記
念
相
撲
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
札
幌
市
、
北
斗

市
、
福
島
町
、
広
尾
町
な
ど　
11

市
町
か
ら
、　

チ
ー
ム
、　

名

18

54

が
出
場
し
、
熱
い
取
組
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
個
人
戦
結
果
、
４

年
生
の
部
、
菅
原
幹
太
君
（
札

幌
・
発
寒
東
小
）、
５
年
生
の
部
、

佐
藤
友
輝
君
（
夕
張
・
夕
張
小
）、

６
年
生
の
部
、
小
林
丞
君
（
北

斗
・
茂
辺
地
小
）
が
優
勝
し
ま

し
た
。
優
勝
し
た
３
名
は
、
８

月
に
東
京
・
両
国
国
技
館
で
開

催
の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除
細
動
器
）

は
、
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
血
液
を
流

す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状
態
に
対

し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正

常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
医
療
機
器
で
、

緊
急
時
の
適
正
な
使
用
に
よ
り
救
命

率
の
改
善
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

操
作
方
法
は
、
音
声
に
よ
り
ガ
イ

ド
さ
れ
る
も
の
で
、
講
習
を
受
け
た

人
で
あ
れ
ば
、
比
較
的
簡
単
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
次
の
場
所
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
設
置
場
所
の
開
設
時
間
の

み
と
な
り
ま
す
。

設
置
場
所　

１
台
・
市
役
所
／
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
／
老
人
福
祉
会

館
／
千
代
田
中
学
校
／
清
水
沢
中
学

校
／
夕
張
高
等
養
護
学
校
／
夕
張
市

立
診
療
所
／
夕
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
簗

詰
医
院
／
中
條
医
院
／
清
水
沢
学
園

／
北
海
道
博
愛
舎
／
介
護
老
人
保
健

施
設
夕
張
／
介
護
老
人
保
健
施
設

虹
ヶ
丘
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ま
ど
か

／
石
炭
の
歴
史
村
／
北
海
信
金
夕
張

支
店
／
北
海
信
金
清
水
沢
支
店

２
台
・
消
防
署
／
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
清
光
園

　

石
に
色
を
つ
け
紙
に
写
し
と
る
。

独
自
の
技
法
を
生
み
出
し
た
孤
高
の

画
家
の
作
品　

点
を
公
開
し
て
い
ま

40

す
。

と
き　

９
月　

日
ま
で　

午
前
９
時

15

　

分
〜
午
後
５
時

30と
こ
ろ　

夕
張
市
美
術
館

入
場
料　

大
人
７
０
０
円
、
中
高
生

５
０
０
円
、
こ
ど
も
（
４
歳
〜
小
学

生
）
３
０
０
円

問
合
せ
先　

美
術
館　
�
　

│
０
９

52

３
０

　

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
南
空
知
９
市
町
の
施
設
見
学

や
温
泉
入
浴
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
バ

ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

〔
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
＆
南
幌
温
泉
バ
ス

ツ
ア
ー
〕

と
き　

７
月　

日　
　

時　

分
〜　

16

10

30

14

時　

分
30

と
こ
ろ　

由
仁
町
・
南
幌
町
（
ゆ
に

ガ
ー
デ
ン
散
策　

南
幌
温
泉
入
浴
）

参
加
料　

２
、
１
０
０
円
（
子
ど
も

１
、
４
５
０
円
）
昼
食
ク
ー
ポ
ン
付

申
込
期
限　

７
月
８
日

〔
い
わ
み
ざ
わ
公
園
＆
な
が
ぬ
ま
温

泉
バ
ス
ツ
ア
ー
〕

と
き　

８
月　

日　
　

時　

分
〜　

20

10

30

14

時と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
・
長
沼
町
（
い

わ
み
ざ
わ
公
園
散
策
、
な
が
ぬ
ま
温

泉
入
浴
）

参
加
料　

１
、
６
５
０
円
（
子
ど
も

１
、
３
５
０
円
）
昼
食
ク
ー
ポ
ン
付

申
込
期
限　

８
月　

日
12

申
込
・
問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
４
１

52

　

市
民
要
望
の
あ
り
ま
し
た
、　
�10

の
指
定
ゴ
ミ
袋
を
１
パ
ッ
ク　

枚
入

10

り
２
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

取
扱
店
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

老
人
福
祉
会
館
に
は
６
つ
の
サ
ー

ク
ル
事
業
が
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

会
館
の
入
館
料
と
し
て
１
回
３
０

０
円
か
か
り
ま
す
。（
３
、
０
０
０

円
券
で　

回
入
館
で
き
、
大
浴
場
も

12

利
用
で
き
ま
す
。）

　

サ
ー
ク
ル
は
、
器
楽
・
ダ
ン
ス
・

日
舞
・
民
謡
・
陶
芸
・
唄
を
楽
し
む

会
が
あ
り
、
教
材
費
な
ど
別
途
か
か

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

老
人
福
祉
会
館

　
�
　

│
６
０
０
４

56

と
き　

７
月　

日　
　

時　

分
〜　

11

10

30

11

時
（　

時
開
場
）

10

と
こ
ろ　

清
陵
保
育
園

対
象　

幼
児

問
合
せ
先　

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン　

ゆ
in

う
ば
り　
�
　

│
３
２
４
６
（
園
）

59
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次
回
、
８
月
の
広
報
ゆ
う
ば
り
は

 

８
月
１
日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

��������	
�

人　口　11,972人（－　26人）
　男　　　5,629人（－　　4人）
　女　　　6,343人（－　22人）
世帯数 6,313世帯（－12世帯）

（　）は前月比

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

参
加
者
募
集

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

　
�
の
指
定
ゴ
ミ
袋
販
売

10し
て
い
ま
す

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

老
人
福
祉
会
館
サ
ー
ク
ル

交
通
安
全

ド
レ
ミ
ぐ
る
ー
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　このコーナーに掲載する乳幼児（３歳まで）
の写真をお寄せください。
�送り先　総務グループ（�52－3170）
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夢にときめけ　明日にきらめけ　夕張魂2008
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７月12日　13：00～　仮装パレード

　　13日　　8：55～　吹奏楽局演奏　ステージ発表など

　　14日　　8：55～　ステージ発表など


